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Consciousness of Self and Time of “Dreaming” Young Coleridge
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要 旨
　サミュエル・テイラー・コウルリッジ（Samuel Taylor Coleridge）は，主に
幻想詩を通して「夢」の創造性の心理学的な実験を試みたが，メタファーとし
ての「夢」，夢見ること・夢想は，彼のさまざまな詩作品や思考のプロセスにお
いて重要な意味をもち，自己と時間の意識に深々と関わり，作品に陰影を与え
ている。初期の書簡や創作，特に，実人生における経験を契機として書かれた
詩作品や，1797年から1798年に書かれた会話詩に，夢・夢想と覚醒（意識の変
化）のドラマを辿るとき，特有の「あわい」の感覚表現が注意を引く。本論は，
若きコウルリッジの自己と時間の意識のなかに，夢・夢想の光と影を読み取る
試みである。
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は じ め に
　サミュエル・テイラー・コウルリッジ（Samuel Taylor Coleridge, 1772-1834）
の思索と詩作の両方に，夢・夢想がもたらしたものは計り知れない。夢は，
日常の意識レベルの経験を超える精神世界の広がりと深み，無意識・潜在
意識への注目を促す。コウルリッジにとって，夢という現象のなかで時間
的経過の意識と融合して物語が形成される様子が，想像力を始めとするさ
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まざまな精神機能に関する考察に数知れない示唆を与える源泉となったの
は不思議ではない。彼にとって現実の肉体的・精神的苦痛が引き起こす悪
夢体験を歌う詩作品と，こうした体験が契機となる考察については前稿で
取り上げたが1），悪夢の起源の探求は，意識の複雑な層の洞察，深層心理
の探求につながり，身体と精神の関係，精神の諸機能の関係の考察を促す
ことになる。
　成熟期のコウルリッジは生命論に傾倒することになるが，思想の成熟過
程で，生きる感覚を自己の意識・感覚を通して必死に考察しようとしてい
た痕跡が，その覚書（Kathleen Coburn 監修の『ノートブック（The Notebooks）』
参照）には豊富に見出せる。特に睡眠や夢をめぐって彼が書き残した数々
の洞察，そして創作における「夢」という仕掛けに着目するとき気づくの
は，コウルリッジが「間
あわい
」の感覚を鋭敏に意識する傾向である。睡眠と覚
醒の意識のあわいに生起する夢への興味は，人間の精神の所在としての脳
の神経学的研究が大いに発展した時代にあって，最新の知識に刺激を受け
つつ，彼自身の観察と経験を通して，その身体性を強く彼に意識させ，同
時に，五感に依る感覚とは区別される曖昧な感覚，「あわいの感覚」とでも
呼べるようなものを言語化するように促す。
　夢という現象そのものの探求がこうした意識化を促す一方，「夢想」もま
た「夢を見る（dreaming）」という心の活動として，彼の創作において，独
特のあわいの感覚表現を生む。メタファーとしての「夢を見る行為」，白昼
夢は，“［day］dream”，“fancy”，“reverie”，“vision” など，さまざまな語で
区別されて，覚醒時の心の活動のなかのひとつのスペクトルを構成するこ
とになる。夢・夢想は，彼の思考と自己意識に光と影を与え，その陰影が
作品に投影されていると見ることができる。
　本論では，若きコウルリッジの自己と時間に対する意識，特に「あわい」
の感覚表現に注目しながら，初期の詩作品を通して，現実の出来事・体験
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を契機に変化する意識の在り方を辿り，最終的には「驚異の年」の頃の二
つの「会話詩（conversation poems）」を取り上げて，夢想の光と影を読み取
ってみたい。
Ⅰ．希望のヴィジョンの陰影
₁ ．夢想する少年の自画像
　コウルリッジの若書きの詩の多くは，空想の素材としての観念の乱舞の
様相を呈するものが目立つが，こうした空想的観念を踊らせつつも，その
暴走を自己抑制する眼差しを設定しながら，将来の希望と不安を歌う作品
がある。兄ジョージ（George Coleridge）宛の1791年 ₆ 月22日付書簡（CL I, 
11-14）に転記された作品で，クライスツ・ホスピタルをまもなく巣立って，
新しい世界に旅立つ前の高揚感を歌う。1834年の最後の詩集で「幸福
（‘Happiness’）」と題されて初めて発表されることになる（以下，書簡に転記さ
れた詩を，便宜的に「幸福」として言及する）。若きコウルリッジ自身が意識す
る自らの幸福と希望，祝福された瞬間を歌い，同時に，膨らむ希望と空想
の暴走を制御すべく介入する「理性」の語りを通して，その裏返しの不安
を明らかにする（以下，抜粋の引用は書簡CL I, 11-14より。PW I （i）, 48-51参照）。
「理性」は，これから遭遇するかもしれない悪や，「驕慢」，「愚行」，「失望」
などのネガティヴな観念のイメージやさまざまな病気への言及からなる一
連の暗いヴィジョンの後で，すでに自らに与えられたものとして「生の混
じり気のない喜び（Life’s Joys unmix’d）」を構成する素朴な喜びを列挙する。
先人たちとの深い会話（読書），「希望が好きなテーマを追いかけているあ
いだの幸福な夢想（the happy waking dream, / While Hope pursues some favourite 
theme）」（76-77行，CL I, 13），空想との頻繁な語らい，穏やかな夕べの散策
と共に，自然の光景としては，沈みゆく太陽や，宵の明星，空の陰影，月
が挙げられ，移ろうもののなかに美を感じとる美意識が示される。特に，
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後年も詩人の目を魅了し続けた月は，「おまえの恍惚とした目と出会う月，
その目のなかで幾度となく感謝にあふれて涙が流れ出す（And moon, that meets 
thy ’raptur’d eye,/ Where oft the tear does grateful start ）」（87-88行）と歌われる。
　この詩は，「兄が見たいと望んでいた詩」（the Poem, you wished to see, CL I, 
11）として提示されていて，弟の将来を想う兄の眼差しに対する意識が，
「理性」の語りに反映されていると考えられる。また，「おまえの歩む道を守
ってくれる霊，それは昔，（賢人たちが言うには）従順な能力を知恵へと導
いた者（The Guardian Genius of thy way; / Whom （sages say） in days of yore / Meek 
Competence to Wisdom bore）」（103-104行，CL I, 14）と，異教的な守護霊の働
きへの言及を伝聞の形にするのも，キリスト教信仰者の視線への配慮ある
いは半ば信仰者としての自制と言ってもいいかもしれない。注意を引くの
は，「愛（Love）」の作用に触れる自分の容姿の描写で，自分を愛してくれ
る乙女を得る条件として，「もし愛がこの今はぼんやりした目に輝きを与
え，／その太った精気のない顔を／常ならぬ精気で優美に飾るなら（if Love 
supply / Lustre to this now heavy eye, / And with unwonted Spirit grace / That fat 
vacuity of face）」（92-95行，CL I, 13-14）と歌われる。この容姿への言及は，
1834 年詩集では，「もし愛がおまえの喜びを完成させるためにその影響力
を与えるなら（If Love supply / His influence to complete thy joy）」という穏当な
表現に修正されるが（PW I （i）, 51, ll. 90-91），この眠そうな，腫れぼったい
目，「太った精気のない顔」には，夢想癖のあるコウルリッジを冷ややかに
見る眼差し，兄の目を意識した自意識が生々しく感じられる。そもそも「今
はぼんやりしたこの目」という表現には，未来のヴィジョンを開示する「理
性」の語りという設定からの脱線があり，つい自分の生の感情が客観的視
点を切り崩してしまった印象がある。世に出す段階で混乱したイメージを
修正したのは自然な選択だったと言えるが，理想の乙女への言及「おまえ
の心のなかにおまえの顔を見る（To read thy visage in thy mind）」（99行）とい
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う表現が，結果的に宙に浮いてしまった感が否めない。1834年版でも温存
されたこの乙女は，『オセロ』のデズデモーナの台詞，「オセロの顔を彼の
心のなかに見ました（“I saw Othello’s visage in his mind”）」（Othello, I, iii, 253）を
踏まえたものだ。この「幸福」のヴィジョンの青年は，外面が虚ろでぼん
やりした様子であっても，内面では生き生きと動き続ける精神活動を理解
するパートナーを求めていることが示唆されている。
₂ ．夢 と 覚 醒
　「幸福」の詩が転記された書簡には，同じテーマである希望を歌うソネッ
トが添えられている。「幸福」では，彼の資質・習慣としての夢想が喜ばし
いものであることに，「希望が好きなテーマを追いかけているあいだ」とい
う限定条件が伴っていた。この条件とは対照的に，次のソネット冒頭の
「私」は，影の中の夢想状態にいる。
As late I journey’d o’er th’ extensive plain,
Where native Otter sports his scanty stream,
Musing in torpid Woe a Sister’s pain—
The glorious prospect woke me from the dream.
At every step it widen’d to my sight—
Woods, meadows, verdant hills, and barren steep
Following in quick succession of Delight—
Till all—at once my ravish’d eye did sweep!
May this （I cried） my course thro’ life pourtray!
New scenes of Wisdom may each step display,
And Knowledge open, as my days advance:
Till, when Death pours at length th’ undarken’d ray,
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My eye shall dart thro’ infinite expanse,
While Thought suspended lies in Transport’s blissful trance!
 （CL I, 14）［PW I （i）, 15］
（近頃　故郷のオッター川がその乏しい水流を遊ばせる／広い平野を旅したと
きに／私は姉の痛みを鬱々と想い悩んでいたが，／輝かしい眺望が私を夢から
目覚めさせた。／眺望は 一足ごとに私の視界に広がって，／森，草地，緑の
丘，草木もない崖が／次々に歓喜の連続をもたらし，／ついにはすべてが，同
時に，私の目を洗い流すように恍惚とさせた。／（私は叫んだ）このように私
の人生の行路が描かれますように，／新たな「知恵」の景色が一足ごとに広が
って，／年月を経るうちに「知識」が開けますように，／やがて「死」がその
陰ることない光を注ぐとき／私の目が無限の広がりを射抜き，／「思考」は心
運ばれる至福に恍惚として漂うように。）
このソネットは「幸福」と同じように1834年詩集でのみ発表される。兄宛
の1791年 ₆ 月22日付書簡の文面では，帰郷してから学校に戻ったばかりの
ときに書いたものをたまたま見つけたと説明し，詩の後に1789年 ₉ 月と添
えている。コウルリッジの唯一の姉Anneは，1791年 ₃ 月に病死する。J.C.C. 
Mays は，このソネットの形式や地誌詩のコンヴェンションの使用等から，
姉の生前に書いたというコウルリッジ本人の説明を疑問視して，書いて ₂
年近く兄に送らずにいたのは奇妙だと指摘し，同じ書簡の「幸福」と同時
期に制作された可能性を示唆している。また，すでに書いていたとしても
この手紙を書く前に手を入れた可能性が高いと述べている（PW I （i）, 15）。
姉の死という重い現実の経験を経た段階で，姉の痛みを想う瞬間に自然を
通して得た気づきと希望を書くことがいくらか不謹慎に思えて，制作時期
を姉の生前に設定したとの推測も可能かもしれない。
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　1791年頃書かれた詩（1834年発表），「たった一人の姉の死が避けられない
という説明を受けて（‘Sonnet: On Receiving an Account That my Sister’s Death was 
Inevitable’）」では，相次ぐ肉親の死の後で，慕っていた姉を失う悲痛を歌
い，自分の人生を「広い喜びのない平原（wide cheerless plain）」と表現して
いる（10行，PW I （i）, 39）。そこでも「平原（plain）」と「苦痛（pain）」は脚韻を
踏んでいるが，上記引用のソネットで故郷の「広がる平原」は，やはり姉
の痛みを想って孤独な「私」が旅する人生であり，夏枯れのオッター川の
水量の乏しさの描写は，この苦悩が生む不安を投影するように見える。
　眼前に開けた光景が重い心にもたらす変化を描くとき，光景が「夢から
目覚めさせた」と書いている（ ₄ 行）。姉の病苦を思う苦悩の性質としての 
“torpid”（ ₃ 行）は，心の働きの不活発な状態，一種の麻痺状態（語源は「痺
れた」を意味するラテン語 torpidus）を示唆する言葉で，鬱々とした気分が心
を支配し，外の世界に対して意識が半ば閉ざされた状態にあることを表し，
「夢から目覚めさせた」を自然な比喩として受け入れさせる。
　 ₈ 行目の表現 “my ravish’d eye did sweep!” は，後の改訂で語順が変更さ
れる（my eye ravish’d did sweep）（PW I （i）, 39）が，歩みを進めるごとに眼前
の個々の自然の姿が喜びの連続をもたらし，ついには，光景全体が，同時
に，一つの全体のヴィジョンとなることを表現している。この体験に「私」
は，人生の希望のヴィジョンを投影し，歩むごとに変化を見せる個別の風
景は，個々の知恵を開示するヴィジョンとなり，眼前にはそうした個々の
知恵の集積から成る，あるいはその集積から導かれる体系としての「知識
（知）」が広がる。その結果，死が訪れるとき，もはや死がもたらすのは闇
ではなく，翳ることのない光となり，自分の目が永遠のヴィジョンを捉え
ることを思い描いている。
　メタファーとしての眠りに着目してこの詩を読むと，わずか14行の中に，
複雑な時間と意識の変化が盛り込まれているのがわかる。まず冒頭で，夢
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に喩えられる閉ざされた意識が，外界の現実（眼前の自然）によって崩され
る覚醒が描かれる。「歩く」という身体行動が，精神が自然に開かれるきっ
かけのように見える。「私」の精神は，詩の中の「今」・「ここ」で自分が向
き合う現実の瞬間を生きる。ところが，憂鬱な夢想から覚醒した意識は，
目を見張る瞬発力で，眼前の眺望を，未来の時間の過程における「知」の
開示のヴィジョンとして捉える。物理的な眺望は依然として眼前にあるが，
未来に投射される心の目は，生の完成としての死の瞬間まで見ている。最
終行の “Transport” は，1834年版では “Rapture” となっている（PW I（i）, 15, 
PW II（i）, 11参照）。いずれの語も，現生の肉体から解放されて魂が天に昇る
動き，移動を示唆する言葉である。魂が天へと飛翔する瞬間の至福のヴィ
ジョンにあって，魂の精髄とも言える機能のあり方を想像したのだとすれ
ば，「一時停止する」（宙に漂う）思考は，「眠り」としての死を微かに示唆
しつつ2），忘我的恍惚の中の自己意識を表しているように見える。このソ
ネットは，現実の中の暗い眠りから覚醒し，一気に死を契機とする霊的な
覚醒のヴィジョンを提示していると見ることができるだろう。
Ⅱ．「夢」の考察の入り口―意識のあわい
　夢・眠りと覚醒に関しては，1795年に彼がブリストルで行った政治や宗
教についての一連の講演の「啓示宗教（Revealed Religion）に関する講義」第
一講の導入として使用した「寓話的ヴィジョン（allegoric vision）」に，注目
すべき表現を見出せる。「朝方，脳がその覚醒状態を回復し，私たちの見る
夢が現実の定まった流れに近づく頃，ふと気づくと私は自分が広大な平原
にいて，それは「人生の谷」であることがただちにわかった（It was towards 
Morning when the Brain begins to reassume its waking state, and our dreams 
approach to the regular trains of Reality, that I found myself in a vast Plain, which I 
immediately knew to be the Valley of Life.）」（Lects 1795 , 89）。語りの仕掛けとして
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「夢」を使用した寓話は，その後，1811年に「クーリア（The Courier）」紙上
で，「迷信，宗教，無神論（寓意的ヴィジョン）」と題して発表され，さら
には，1816年出版の『一信徒の説教（Lay Sermons）』においても，枠組みを
変更して使用されている（LS, 131-137）。
　「寓話的ヴィジョン」の覚醒時に起こる意識の移ろいを捉えた描写は，あ
る種の気づきが，夢と現実，意識と潜在意識が交錯するあわいにあるとい
う認識を印象付ける。また，若い時期のコウルリッジの詩に見られる抽象
的な観念の擬人化の濫用を特徴とする空想力の暴走にも見える世界と照ら
すとき，ときに奇怪で歪んだ形の鮮明な姿を描く「寓意」という表現様式
は，「夢」の枠組みの中で安定した居場所を得たような印象がある。
　背景についてはここでは触れないが，時期的に言うとこの前後から，コ
ウルリッジは夢への関心を強めていくように思われる。1796年の覚書には，
「夢は，頭で十分に分かっている不安や希望
4 4 4 4 4
に，鮮烈な感覚から成る感情
4 4
を
与えることで，ときに有用である（Dreams sometimes useful by giving to the well-
grounded fears & hopes of the understanding the feelings of vivid sense）」（CN I, 188 ）
という記述がある。
　興味深いのは，現象的な夢の働きへの興味と同時に，瞑想のメタファー
としての夢の記述が同じ頃にあることだ。「楽園の世界にあっては，眠りは
自由意志から生じる聖なるものだった―神の御前にあってただ霊として
存在すること，そのとき精神は，瞑想によって高められ，純粋な知へと立
ち戻り，知覚可能な対象物との一切の交流を一時停止し，現前する神を知
る（In the paradisiacal World Sleep was voluntary & holy — a spiritual before God, in 
which the mind elevated by contemplation retired into pure intellect suspending all 
commerce with sensible objects & perceiving the present deity）」（CN I, 191）。先の
ソネットの最終行の「一時停止」と共に，後に『文学的自叙伝（Biographia 
Literaria）』14章の詩的信仰の定義（BL II, ₆）を連想させるが，現象的対象と
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の交流の「一時停止」が「眠り」に関連づけられていることは注目に値す
る。1796年の二つの覚書，「不安や希望」のおぼろげな観念に強烈な感情を
与える夢と，意志的で聖なる眠りの夢想状態における瞑想のヴィジョンは，
その後の創作や思索の展開の豊かな材料となる「夢」の探求の入り口に立
つ若きコウルリッジの一面を，象徴的に記しているように思われる。
Ⅲ．夢に喩えられるヴィジョン
　コウルリッジが彼の実人生の生と死に関わるテーマを扱う次のソネット
は，夢と現実の混乱に似た体験を歌う。この作品は1797年の詩集以降，軽
微な修正をされながらすべての彼の詩集に収録されることになるが（PW I 
（i）, 273），ここでは1796年11月 ₁ 日付トマス・プール宛書簡からを引用す
る。
Oft of some unknown Past such Fancies roll
Swift o’er my brain, as make the Present seem,
For a brief moment, like a most strange dream
When, not unconscious that she dreamt, the Soul
Questions herself in her sleep! and Some have said
We liv’d ere yet this fleshly robe we wore.
O my sweet Baby! when I reach my door,
If heavy Looks should tell me, thou wert dead,
（As sometimes, thro’ excess of Hope, I fear）
I think, that I should struggle to believe,
Thou wert a Spirit to this nether sphere
Sentenc’d for some more venial crime to grieve—
Didst scream, then spring to meet Heaven’s quick Reprieve,
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While we wept idly o’er thy little Bier! （CL I, 246）
（よくあることだが　何かわからぬ過去の幻想が／私の脳を突然経巡ることが
あり，そのとき，つかのま／現在がとても不可思議な夢のように思われ，／そ
れは　魂が　夢見ていることを意識しないでもなく，／眠りのなかで自問する，
そんな夢なのだ。そして人間は／この肉の衣をまとう以前に生きていたという
人たちもいる。／ああ　可愛い幼子よ　私が家の戸口に着くときに，／悲しげ
な眼差しが　万一おまえが死んだと告げるなら，／（ときに私は　希望の過剰
ゆえに恐れることがある）／思うにそのときは　懸命にこう信じるべきだろう，
／おまえはかつて精霊で　何か悲しむべき軽微な罪のため／この下界に下る判
決を受け　疳高く声を上げたあと／天の執行猶予に応じるために飛び立ってい
ったのだと。／私たちが虚しくもおまえの小さな棺に涙しているあいだに。）
　同じ詩をコウルリッジは，当時活発な親交があったジョン・セルウォー
ル（John Thelwall, 1764-1834）宛の1796年11月19日付書簡（CL I, 260-261）に転
記し，₅ 行目の表現に注を付して，「霊魂の先在に関するプラトンの説に触
れている」と説明し，また後日あらためてこのテーマについて解説してい
る（CL I, 277-278）。この解説でコウルリッジは，この体験を，「何かに喩え
るなら夢のように何かわからない過去の幻想（semblance of some unknown Past 
like to a dream）」が想起されることであって，「夢のなかで示される類似（a 
semblance presented in a dream）」ではないと，敢えて注書きを加え，現実の
睡眠中に夢を通して得られるヴィジョンと区別している（CL I, 277）。霊魂
の先在を示唆するこのメタファーとして夢，一種の白昼夢が起こる現象の
描写で，脳を経巡るものを，最初は「幻想（Fancies）」とし，改訂の途中の
セルウォール宛書簡では，“Rapture” と書いている（CL I, 278）。1797年詩集
で発表するとき，結局 “strange fancy roll” と修正するが，“Rapture” という
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語をあらためて注目してみると，OED に拠れば，“rapture” はラテン語の
“raptus” に起源をもつフランス語の rapt （pa. pple.） + -ure で構成される。こ
の “rapt”は “seize”を意味するフランス語の動詞（rapĕre）の名詞形。語義を
見ると，明らかに，つかんで運び去るという動きを含意しているのがわか
る。コウルリッジの用法を見ると，まさに精神を「別の場所へ（trans-）運
ぶ（-port）」こと，というOEDの5.aの語義（transport of mind, mental exaltation 
or absorption, ecstasy; now esp. ecstatic delight or joy）通りの意味だと考えていい
だろう。
　どこか遠い過去の記憶の夢のようなヴィジョンが，現実を逆に夢のよう
に感じさせる。意識は現実と夢のあいだを行き来する。この目に見えない
力のとらえどころのなさを形容する “strange”という語は，分析的・合理的
に説明できないものにコウルリッジが充てている印象がある（例えば，「こ
の菩提樹の木陰わが牢獄（‘This Lime-tree Bower my Prison’）」32行の “strange 
calamity”（PW I （i）, 352）など）。この経験を，修正で「空想（fancy）」という
語に置き換えた一つの理由として考えられるのは，詩の契機となる出来事
が息子の誕生にあることだ。息子の死という不安が強烈に沸き起こってい
る状態で精神に起こる変化に，恍惚とした歓喜を意味しうる語を使用する
ことを避けたのかもしれない。ともあれ，この体験の感覚の描写は，現実
と「夢」のあいだを移行するとき意識が感じる感覚を描いていると考えら
れる。
　ちなみに，息子の誕生の知らせを受けるという同じ出来事を契機に書か
れた別のソネット（「ソネット　息子の誕生を知らせる書簡を受け取って（‘Sonnet: 
Written on Receiving Letters Informing Me of the Birth of a Son’）」（PW I（i）, 272）で
は，畏れと不安の感情を赤裸々に吐露し，また，誕生した息子を初めて見
たときの心境を歌ったソネットでは，そのとき思わず悲しい気持ちになっ
てしまった理由として，「想いに沈む精神にぼんやりと，私の今までのすべ
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てと我が子の行く末のすべてが突如現れたから（For dimly on my thoughtful 
spirit burst / All I had been, and all my babe might be!）」（ ₃ - ₄ 行，PW I （i）, 275）と
説明している。“dim” という語は，名詞では薄暮を表すこの言葉だが，光
が影に変わるような変化に沿うイメージを伝えていると思われる。この薄
暮のなかで，意識は瞬間的に過去へ，未来へ移行していることが描かれる
のだ。
Ⅳ．夢想の光と影
₁ ．“Swimming sense”
　コウルリッジは，自らの幼年時代にその空想力の養分となった童話や空
想物語の価値を疑うことはなかったように思われるが，一方で，彼自身，
生来の夢想癖を，ある種の健全さを妨げるものとして捉えていたのも事実
である。1791年の兄宛の書簡に書かれた「幸福」の夢想癖の少年の自虐的
肖像にも垣間見ることができたが，それは「無為（Indolence）」への罪悪感
に少なからず結びついていたと考えられる。1794年11月 ₆ 日付兄宛の書簡
では，無為（Indolence）という悪徳を強力な毒に喩え，それが自分には生
来埋め込まれているとも思われ，「常用癖（Habit）」によってこの毒が絶大
な影響力をふるうものになっていると吐露している（CL I, 125）。1796年 ₂
月の書簡では，自分の過去の人生を「高熱にうなされて見る夢」のようだ
と振り返り，この悪夢を構成する要素として，「無為によって失われた友
情」を挙げている（CL I, 184）。1802 年春の覚書には，魂を白昼夢から解放
する努力についての詩を書くことを考えている痕跡さえある（CN I, 1153）。
Coburn は，『自己意識を広げる想像力』で，コウルリッジが二つの自己意
識，すなわち，「汝自身を知れ」という格言を実践しようとするような冷静
な自己認識と，自信喪失や恥の気持ちから生じる不安に影響される自意識
とのあいだを生きていたと捉えているが3），無為と結びつく夢想癖を意識
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することが，しばしば彼の否定的な自己感を触発しているのは確かだ。1798
年 ₂ 月に書かれた傑作「深夜の霜（‘Frost at Midnight’）」にも，そのような投
影を見ることができる。
　「深夜の霜」に入る前に，前年の1797年 ₇ 月に書かれた「この菩提樹の木
陰わが牢獄」における，自然を見る詩人の眼差し，意識のありようの変化
を見ておこう。以下，引用は主として1798年にこの詩がロバート・サウジ
ー（Robert Southey, 1774-1843）編の The Annual Anthology に収録されて最初
に世に出たときのものを使用する（出典は，以下 N と略記し，全集版の頁を添
える）。
　コウルリッジ自身を映す語り手である「私」の体は，この詩の中で描か
れるダイナミックな心の活動と対照的に，一歩も動かず，まさに肉体は「牢
獄」に繫がれたままだ。思わぬ怪我を足に負ってしまったことで，久々の
旧友たちとの再会で最高に楽しいはずの散策の機会を失った「私」が失望
感をうたうところからこの詩は始まる。その喪失感は，現在の時間を一気
に通り越して，年老いたときの回想を妄想する―「私は失ってしまった，
年老いて目がかすんで見えなくなるときも，しごく心地よく思い出された
はずの美と感情を（I have lost / Such beauties and feelings, as had been / Most 
sweet to have remember’d, even when age / Had dimm’d my eyes to blindness!）」
（ ₂ - ₅ 行，N，136［PW I （i）, 351］）。
　詩の前書きの散文で言及される「不測の出来事」（伝記的事実としては，妻
セアラが誤って熱いミルクをこぼし，足に火傷を負ったこと）のせいで，「私」の
意識は自分の居場所を牢獄のように感じている。火傷の痛み（pain）は，
「私」の意識のどこかで罰（pain）という観念に結びついているだろう。取
り残された状況からくる疎外感，そしておそらく，親友たちとの散策の機
会を奪った妻への恨みも混じって，「私」の濁った意識が「牢獄」を作って
いるわけだが，「私」は，友人たちが散策しながら眺めるであろう風景を思
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い巡らす。それは自らの体験の記憶を再現し辿り直すことでもある。この
プロセスを経て「私」の意識は牢獄から抜け出し，広大に広がる風景を思
い描くとき，詩の高揚感が最高度に達する。
︙︙Ah! slowly sink
Behind the western ridge, thou glorious Sun!
Shine in the slant beams of the sinking orb,
Ye purple heath-flowers! richlier burn, ye clouds!
Live in the yellow light, ye distant groves!
And kindle, thou blue ocean! —So my Friend
Struck with deep joy may stand, as I have stood,
Silent with swimming sense; yea, gazing round
On the wide landscape, gaze till all doth seem
Less gross than bodily, a living thing
Which acts upon the mind—and with such hues
As cloath the Almighty Spirit, when he makes
Spirits perceive his presence. （32-44行，N, 137-138［PW I（i）, 352-353］）
（……ああ，輝く太陽よ，／西の稜線の向こうにゆっくりと沈んでくれ，／紫
色のヒースの花たちよ，沈みゆく球体の斜めに差す光線のなかで輝いてくれ，
／雲たちよ，もっと豊かに燃えてくれ，／遠くの森たちよ，黄色い光のなかで
生きてくれ，／そして，青い海原よ，キラキラと輝いてほしい，わが友が／深
い喜びに打たれ，私がしたのと同じように，／物言わず，泳いでいるような感
じをもって，立ち尽くすように，そしてさらには，／あたりの広大な光景をじ
っと見回しながら，目を凝らすように。／すべてが物体の粗大さを失い，精神
に作用する生きているもののように思え，／全能の霊が諸々の霊たちに自らの
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自然に対する呼びかけは，もはや想像の中の記憶でなく，眼前にあるかの
ようだ。友人にも自分の超越的な体験を共有してほしいという祈願は，友
人が経てきた辛い経験，「悪と痛み」を思うことが契機となっている。長い
あいだ，大都会に閉じ込められ，「重たくも忍耐強い魂で，悪と痛み，そし
て思わぬ不幸を，何とか生き抜いてきた（winning thy way / With sad yet patient 
soul, thro’ evil and pain）」（30-31行，N, 137［PW I（i）, 352］）友ならばこそ，共に
散策を楽しむワーズワス兄妹以上に，自然の息吹に触れて心慰められるこ
とを「私」は心から祈るのだ。想像される友の凄絶な痛みによって，「私」
が引きずっていたはずの火傷の痛みもかき消されるのを感じたかもしれな
い。この祈りのうちに「私」は，眼前の菩提樹の木陰から見る自然が，見
るとはなしに眺めているうちに自分の慰めになっていたことに気づく。こ
こで初めて「私」は，自分の心の投影で「牢獄」と見えた空間を取り巻く
自然が，味わい深く，生命に溢れたものであることを認識する。この気づ
きによって得た考えが，「賢く純粋なものたちを，自然は決して見捨てない
（Nature ne’er deserts the wise and pure）」（61行，N, 138［PW I（i）, 353］）という自
然による教育が授ける知恵として提示される。
　引用下線部の “swimming sense”は，この詩が世に出る前の手稿の段階で，
1797年 ₇ 月17日付のロバート・サウジー宛書簡に転記されたときにはなか
った表現だった（CL I, 335, PW II （i）, 483）。Graham Davidson は，「神の遍在
が体験されるためには，感覚は “swim”しなければならない」と述べ，これ
を「感覚が感覚とは区別される経験へとつながる」ことだと説明している
が4），体感的に，あるいはイメージ的にどのような感覚なのか，意識と呼
ぶべきものなのか，この文脈だけでは理解が難しい。
　『ノートブック』の用法を参照すると，「朦朧とした」「ぼんやりした」性
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質として捉えられているように見える。1799年11月の覚書には，ある版画
を，あらゆる気分で，さまざまな意識の状態で，すなわち，「意識を働かせ
明瞭に，ぼんやりとした目，泳いでいる目で，半ば意識的に（unconsciously 
distinctly, semiconsciously, with vacant, with swimming eyes）」眺める実験をして
いる様子が記されている（CN I, 576）。この “vacant［eyes］” が，“swimming 
eyes” と同じものなら，視覚を働かせない状態に言及していることになろ
う。似たような記述は，1805年 ₈ 月11日付の覚書にも見出せるが，「自分自
身の意志に拠らずに固定された現実のように見る（see like a fixed reality not 
dependent on my will）という行為の対極として，「視覚をぼんやりした状態
や泳ぐような状態にせずに（without dimness or swimmingness of Vision）」（CN 
II, 2632）と表現する。この記述から，意志的に弱められた肉体的な感覚（視
覚）の状態を指すと考えられる。
　「詩人（コウルリッジ）の目」を丁寧に論じる小黒和子氏が述べるように，
「凝視する（gaze）」目と「朦朧とした」目はどちらも瞑想する者の目であ
る（小黒，26）。内面に向かって感覚を研ぎ澄ますと共に視覚像が現実性を
失なっていく結果立ち現れてくる対象のイメージを，コウルリッジは1809
年の覚書で「内面の夢（inward Dream）」という言葉で表現する。「地上で失
ったものを求めようとするかのように／人は天に向かい目を上げる／こぼ
れそうな涙を通して半ば見る目は／内面の目に形，色合い，距離を与える
（One lifts up one’s eyes to Heaven as if to seek there what one had lost on Earth / 
Eyes― ／ Whose Half-beholdings thro’ unsteady tears / Gave shape, hue, distance, to 
the inward Dream）」（CN III, 3649）。ここではもはや “swimming” という語は
使用されていないが，これに近いイメージが1794から97年に執筆の「宗教
的瞑想（‘Religious Musings’）」にある。コウルリッジ自らが脚注を付けて「恐
れ（Fear）」が「畏れ（Awe）」に変容したことを寓意的に語ったと説明する
描写の中で，「やわらかで厳かな祝福が／彼の目のなかにあふれる，そして
― 214 ―
そのあふれている目が上げられる（a soft solemn bliss / Swims in his eye: his 
swimming eye uprais’d）」（73-74行，PW I, 178）と表現する。宗教画のような美
しさがあるこの描写の “swimming” は，はっきりと信仰と結びつく用例で
ある。
　コウルリッジ本人は，おぼろげな状態を表わす “dim”と同様，“swimming”
を何気なく使っている印象もあるが，どちらも，神秘主義な瞑想に入って
いくプロセスの曖昧な状態，「見る」から「観る」に移行する（加藤，59），
すなわち観照の行為に伴う特別な感じ，肉体の「目の専制」からの解放の
意志的努力に付随する特有の感覚を表現していると考えられる。
　セルウォールに宛てた1797年10月14日付書簡で，コウルリッジは「崇高」
の感覚について語った直後に，「この菩提樹」の「物言わず，泳いでいるよ
うな感じをもって」から始まる ₆ 行ほどを挿入し（CL I, 350）［PW I （i）, ll.38-
43］，「自分の知性をこの高みまで引き上げて霊的にものにする（spiritualize）
ことはめったにない」と吐露する。この書簡で興味深いのは，このような
意識の霊的なレベルまでの高揚とは裏腹な，自分の日常を垣間見せる記述
だ。たいていは「バラモン教の信条を採用する」，すなわち，覚醒するより
は眠ることをよしとし，インドの創生神話で，蓮の花にくるまれて無限の
海を漂い，「自分がこれからまた百万年の眠りにつくのだということを知る
ためだけに」百万年に一度数分間だけ目を覚ますヴィシュヌ神を引き合い
に出している（CL I, 350）。この一種の瞑想状態を象徴するらしき海に漂う
イメージは，「クブラ・カーン（‘Kubla Khan’）」で描かれるアヘンの作用を
示唆する，と書簡の編者の Earl Leslie Griggs は解説する（CL I, 349）。まる
で無為のように見えるこの夢見る状態の，水に浮く浮遊感は，「この菩提
樹」の泳ぐような感覚と対照すべき感覚として意識されているように思わ
れる。
　「内面の夢」に至るプロセスの “swimming”を，Warren Stevensonのよう
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に5），生のメタファーとしての渦につながるものとして捉えていいかどう
かは疑問の余地があるが，生の経験の中で捉えられた言葉であるのは間違
いないだろう。啓示宗教の講話の寓話的ヴィジョンの冒頭では，潜在意識
が浮上し，しばしば唐突で断片的でありつつ，それでも連続しているよう
に感じられる睡眠時の夢における意識の流れが，覚醒時の意識というもう
ひとつの流れに合流し，吸収されてゆくイメージが描かれていた。こうし
た現象的なレベルでの夢を見る行為は，「内面の夢」を描く観照の行為と
は，そこに働く意志の力が大きく異なるのは事実だが，一種の夢うつつの
状態は，水の浮力に身を任せている弛緩状態と類似性をもつ一種の「宙吊
り（suspension）」の状態でありつつ，ただ浮遊するのでなく，水の抵抗の
ようなものを示唆し，水に身を任せつつも維持される意志的・統制的な力の
働きが，この語の中に示唆されていると見ることも可能ではないだろうか。
₂ ．“swimming book”
　「深夜の霜」は，明らかに政治的な詩である「孤独のうちの不安（‘Fears 
in Solitude’）」，「フランスに寄せるオード（‘France. An Ode’）」と共に，1798年
に発表された作品だが，「この菩提樹」と共通の自然による教育というテー
マが歌われる。冒頭の「霜は風の助けを借りることなく／密かな勤めをお
こなう（The Frost performs its secret ministry, / Unhelped by any wind）」（N, 120
［PW I （i）, 453］）は，自然の息吹としての風を敢えて引き合いに出しながら，
感知されない自然の営みに注意を向けさせる。フクロウの鳴き声が聞こえ
るだけで，張り詰めた静寂が訪れる。ここでの「私」は，家族が寝静まっ
た深夜に独り瞑想に耽っているが，恐ろしいほどの静寂がかえって瞑想を
かき乱す。「数知れない生の営みがあるにもかかわらず／夢のように音ひと
つない（With all the numberless goings on of life, / Inaudible as dreams!）（12-13行）
と表現する。「私」の想像の中では生の営みが続いているのに，現実には五
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感を通してそれを伝える等価物が欠如している違和感。現実感覚が失われ
つつある状況が夢あるいは夢想への入り口になることを示唆する。静寂と
孤独の中で，「私」は，火床の上に揺らめいている煤埃（film）を命あるも
ののように感じ，漠然とした親近感（dim sympathies）（18行）を抱く。「怠惰
な思考（Idle thought!）」（20行）と自嘲しながらも，命のないものと戯れる精
神を，「人間の中に生きる精神が，……ときには深い信仰をもって，それ自
身の喜び，／それ自身の意志作用をあらゆるものに行き渡らせる（the living 
spirit in our frame, / ︙ / Transfuses into all its own delights / Its own volition, 
sometimes with deep faith）」（21, 23-25行）と歌う。この詩は，ウィリアム・ク
ーパー（William Cowper, 1731-1800）の『課題（The Task, 1785）』の「冬の夕べ
（‘The Winter Evening’）」の気分とモチーフを踏まえている6）。この煤埃の迷
信を通して「私」は，学校時代の自分を回想する。期待に満ちて火格子を
じっと見つめていた思い出と共に，懐かしい生まれ故郷と古い教会の鐘楼
を夢見ていた経験が想起される。
How often in my early school-boy days,
With most believing superstitious wish 
Presageful have I gaz’d upon the bars, 
To watch the stranger there! and oft belike, 
With unclos’d lids, already had I dreamt 
Of my sweet birthplace, and the old church-tower, 
Whose bells, the poor man’s only music, rang 
From morn to evening, all the hot fair-day, 
So sweetly, that they stirr’d and haunted me 
With a wild pleasure, falling on mine ear 
Most like articulate sounds of things to come! 
― 217 ―
夢を生きるコウルリッジ（ 2 ） 
So gaz’d I, till the soothing things, I dreamt, 
Lull’d me to sleep, and sleep prolong’d my dreams! 
And so I brooded all the following morn, 
Aw’d by the stern preceptor’s face, mine eye 
Fix’d with mock study on my swimming book: 
︙︙ （28-43行，N, 121［PW I （i）, 454-455］）
（何度となく私は学校時代の始めの頃，／何かを信じたい迷信的な願望で，／
予感に胸ふくらませ，火格子にじっと目を凝らし，／そのまれびと
4 4 4 4
を見守って
いたことか，そして同じように何度も／瞼を閉じずに，すでに夢見ていたのだ，
／懐かしい生まれ故郷を，そして古い教会の鐘楼を。／その鐘は，貧しい者の
唯一の音楽，／暑い市の日には一日中，朝から晩まで鳴り響き，／音色はあま
りに心地よく，わくわくする喜びで／私を掻き立て，まといつき，来るべき出
来事を／はっきりと告げる音のように耳に聞こえたものだった。／そうして私
は目を凝らし，やがて夢見るうちに心なごませるさまざまなものが／私を眠り
に誘い，眠りが夢を長引かせたのだ。／それでそのあと午前中ずっと物思いに
耽って過ごし／厳しい教師の顔を恐れ，勉強するふりをして泳いでいる本に目
を据えていた。）
　火格子をじっと見つめる少年の心の中には，故郷の風景や音の記憶が想
起されて，この詩の時間の意識をさらに重層的にしている。過去の行為を
描写する下線の “swimming” を見ると，「宗教的瞑想」で見たような聖なる
イメージや，「わが菩提樹」の観照に伴う “swimming” とは対極にある，俗
なる “swimming” とでも呼ぶべき様子が見出せる。本を形容しているよう
に見えるこの語は，転移修飾語（transferred epithet）で，実は自分の目のあ
りようを表していると考えるべきだろう7）。30行と39行で使われる “gaz’d”
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は，何かを観察しているというよりは，それを入り口として内面に集中し
ている行為で，「この菩提樹」で内面に集中するときの動作と基本的には同
じである。「深夜の霜」では，自然を通して神の存在を感じ取る体験に移行
する準備ではなく，夢想がもたらした現実の居眠りの影響で教師の目を欺
きながらぼうっとしているという大きな違いはあるが。「深夜の霜」にコウ
ルリッジが描きこんだ子供の頃の自分に投影した眼差しには，静かな（愛
のある）自己諷刺が読み取れるかもしれない。
　願望充足としての夢想に耽る自己を写す鏡に投影されるのが，怠惰を責
める視線だ。過去においては，この詩に描かれるように教師を始めとする
大人（父親的な存在である兄もその一人だろう），さらに言えば，それは抑圧的
な学校養育や宗教教育を通して内面化された眼差しと言えるだろう。また，
詩が執筆される現在においては，妻や友人の目かもしれない。Judith 
Thompson は，この詩を友人セルウォールとの詩的対話と捉え，表面的に
はコウルリッジが息子に向けているメッセージも，実は私的なレベルでは
友人セルウォールに向けて書かれたものだと論じているが，彼らの親交が
深かったこの詩の執筆時期，セルウォールの政治的行動主義が「明らかに
コウルリッジ自身の受動的な傾向と形而上学的逃避に対する後ろめたさ・
疚しさを強めた」と論じている8）。若き自分の怠惰な感傷ばかりでなく，世
間の喧騒から逃れて深夜に独り煤埃を眺めつつ瞑想に耽る現在の自分にも，
詩人自身の内面化された視線が注がれ，それが政治的不安感と共に，凍て
つく冬の空気のような緊張感を作っていると推察することもできるだろう。
　子供の頃の懐かしくも切なくほろ苦い思い出の回想から，「私」を現実の
「今・ここ」に引き戻すものとして描かれるのは，ふと思考の集中が切れる
とき入り込んで隙間を満たすわが子の吐息だ（44-47行）。それは何より喜ば
しい生の証であり，眠りの至福がここにある。わが子の将来は，多感な少
年期に都会で育ち「うす暗い回廊のなかに閉じ込められていた（pent ’mid 
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cloisters dim）」（57行，N, 121［PW I（i）, 455］）「私」自身の過去と対照される。
少年時代に与えられた唯一の美しいものとして言及される「空と星」は，
コウルリッジにとって父親との思い出を想起させるものでもあるだろう。
「深夜の霜」を制作する少し前，コウルリッジは，トマス・プール宛の自伝
的書簡（1797年10月16日付）（CL I, 354-355）で，空想物語や超自然的内容の説
話を読む経験を肯定し，それが「偉大なもの」や「全体」への愛を心に与
える何よりの方法だという信念を述べているが，この広大なもの，偉大な
ものへの憧憬による空想力・想像力の開発をよしとする記述の直前で語ら
れるのは，彼が ₈ 歳のある冬の夜，家から ₁ マイル離れた農家に行った帰
り道で，父親が彼に星の名前を教え，恒星と惑星，天体の運行について説
明してくれたという思い出話である。疑念や不信がいささかも混じること
なく，深い喜びと憧憬をもって父の話を聞いていた幼き日の自分の態度を
語る。父の膝の温かさ，一緒に歩きながら仰いだ冬の星空が，感覚的な記
憶を伴って想起されているのは間違いなく，そのような確かな記憶と共に
父の愛情への温かい想いに満たされながら自己の心の習慣を語るこの記述
には，混じり気のない自己肯定感がある。感覚を超える壮大なものへの志
向と結びつく父親から受けた教育が，自らが父となったとき，あらためて
想起されていたかもしれない。
　凍てつく冬の深夜の静けさの中で，父親となった夢見る詩人がわが子に
味わってほしいと願うのは，脈々と営まれる自然の「密かな勤め」の証や，
自然の移ろう姿だ。煤埃から導かれる怠惰な物思いは，期待，不安，寂し
さ，後ろめたさなどの過去のさまざまな感情を喚起し，その残響の中で，
わが子の吐息を契機に「今・ここ」に立ち戻る。詩の結びの月光を浴びる
氷柱（icicles）は，冒頭で言及した自然の密かな営みの証であると同時に，
怠惰に見える「私」のとりとめもない瞑想の結実を象徴するように見える。
さらに，氷柱の直前の描写で，軒端に滴る雨音が吹きすさんでいた風のつ
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かのまの凪にだけ聞こえるというくだり（the eave-drops fall /Heard only in the 
trances of the blast）（75-76行，N, 122［PW I （i）, 456］）には，あわいを感じなが
ら生きる感受性が息づいていることも注目していいだろう。
　自然の風景の向こうに全霊の神を感じるまで観照する目とは対照的な，
煤埃の薄い膜を媒体にして「まれびと」の到来を夢見，故郷を想い，惰眠
をむさぼりながら夢想する少年と，「怠惰な思考」に耽りながら少年時代を
回顧する現在の詩人。自嘲的自意識を孕む煤埃との仲間意識は，想像され
る息子と霜（自然の造化）との新鮮な歓喜に満ちた出会いに陰影を添え，複
雑な時間の流れの中に，不安と希望のヴィジョンを描き出す。のちに改訂
によって削除されることになる最後の ₆ 行は，翌朝母に抱かれて外に出て，
氷柱を見て声をあげ興奮する息子の姿を想像した描写だ。氷柱がその新奇
さで我が子の心を捕らえ，息を呑む状態にすることを，「おまえの小さな魂
を宙づりにする（Suspend thy little soul）」（83行，N, 123）と表現する。想像さ
れる朝日の中の氷柱と子供の出会いは，凍てつく深夜の静寂の中で月光に
照らされる氷柱の静謐なイメージを破壊する。それゆえ後の改訂には妥当
性がある。ただ，子供の将来に自分とは違った自然の教育を授けようとい
う父親の思惑すら超えて，現実の幼な子の歓喜と興奮が，生の営みの実感
のうちに，時のあわいに刻まれているのを見逃してはならないだろう。
ま と め
　1817年に自らの詩の集大成として詩集『シビルの詩片（Sibylline Leaves）』
を出版するとき，コウルリッジが巻頭に置いた詩が，「時間（‘Time, Real and 
Imaginary’）」と題される短い詩だった。この詩の制作年代は曖昧だが，コ
ウルリッジはこれを学校時代に書いた詩だと序文で述べ，「想像の中の時
間」で意図したのは，「休暇から学校に戻ったとき，自己の存在を白昼夢に
投影し，それからの ₆ カ月のあいだ，次の休暇の中に生きるときの，学童
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の精神の状態」だと説明している（SL, Preface ii）。これは，「深夜の霜」に
刻まれる夢想する少年の心の時間のありようの解説を提供してもいる。こ
の若書きの作品を装ったアレゴリーの中で，現実の時間も想像の時間も子
供の姿で走り続ける。二人は翼をもった姿の男女のきょうだいで，でこぼ
こ道も平坦な道も一定の速度で進む男の子を，彼よりはるかに駆け足の速
い女の子が，絶えず気遣うように振り返っている（ever runs she with reverted 
face, / And looks and listens for the boy behind）（ ₇ - ₈ 行，SL, v）。淡々と流れ続
ける時間と心の中の時間意識とのずれ，眼差しを前方に投げて将来を夢見
ては，現実の「今・ここ」に引き戻され，また絶えず後方を振り返って過
去の中の生を確認する意識―時間のあわいを生きる感覚を表現する，い
くらかぎこちない―それゆえ「学校時代」にふさわしいヴィジョンが，
ここにあるのではないだろうか。
注
₁） 拙論「夢を生きるコウルリッジ（₁）― ‘The Pains of Sleep’を中心に―」，中
央大学人文科学研究所『人文研紀要』第83号，2016年 ₉ 月発行，₁-30頁参照。
₂） テサロニケの信徒への手紙一 ₄ 章13-18節の主の再臨と死者についてのくだ
りでは，死者が「眠りについた人たち」と表現されている。フランシスコ会
聖書研究所訳新約聖書では，これは死んだ人を指すのに使われるギリシャ語
の婉曲表現で，特に死んで体の復活を待っているキリスト者たちを表す表現
と説明している。751頁。
₃） Kathleen Coburn, Self Conscious Imagination: A Study of the Coleridge 
notebooks in celebration of the bi-centenary of his birth 21  October 1772 , Oxford 
UP, 1974），pp.1-₂ 参照。
₄） Graham Davidson, Coleridge’s Career, Palgrave Macmillan, 1990, p. 29.
₅） Warren Stevenson は，この表現を，「渦巻く，あるいは行きつ戻りつする」
感じとし，「失意の歌（‘Dejection’）」の136行に歌われる「万物の命が彼女の
生きる魂の渦（Their life the eddying of her living soul!）」（PW I （ii）, 702）と
結びつけて捉えている。Warren Stevenson, Romanticism and the Androgynous 
Sublime, Associated UP, 1996, p. 71.  また，「渦」の象徴的な意味については，
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野上憲男「S.T. コールリッジのメタファー―渦巻くバラの象徴的意味―」，田
村謙二編，大阪教育図書，1999，『想像と幻想の世界を求めて―イギリス・ロ
マン派の研究―』203-218頁参照。
₆） John D. Baird and Charles Ryskamp, eds., The Poems of William Cowper, Vol. 
II, Oxford UP, 1995, p. 194.  クーパーとコウルリッジにおける「怠惰な」思考に
伴う休息と罪の意識の問題については，Richard Adelman, Idleness, Contemplation 
and the Aesthetic, 1750-1830 , Cambridge UP, 2011, pp. 68-101参照。
₇） この語を転移修飾語として説明している例が見出せるのは，枝村吉三編註
『コウルリジ詩集』旺史社，1987年，197頁。この語注では，“my swimming 
book” を「目がうるんでいるために本がぼんやりみえること」と説明，
“swimming”の語義を，“suffused with tears; watery; affected with dizziness”と
している。
₈） Judith Thompson, “An Autumnal Blast, a Killing Frost: Coleridge’s Poetic 
Conversation with John Thelwall”, Studies in Romanticism; 36 （Fall 1997）, pp. 
427-456.
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